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ご

あ

い

さ

つ

同
窓
会
会
長
　
岡

祐

孝

謹
賀
新
年

明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
御
機

嫌
鹿
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
中
し
上
げ
ま
す
。

母
校
劇
立
七
十
屈
年
記
念
の
諸

事
業
も
皆
様
方
の
お
力
添
え
に
よ

り
無
事
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

心
よ
り
厚
く
お
礼
中
し
上

げ
ま
す
。

今
後
共
な
お

一
層
の
ご
協
力
の

構
お
願
い
中
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
母
校
は
、

略
、

十
年
毎
に

創
立
記
念
祝
典
を
開
催
し
、

そ
の

都
度
記
念
誌
を
発
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

七
十
周
年
記
念
誌
発
刊
の
意
義

と
田
的
は
、

大
先
輩
諸
兄
が
お
元

気
な
う
ち
に
緒
々
の
思
い
曲
と
足

跡
を
後
世
に
残
し
て
置
き
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

大
正
十
年
頃
迄
の
教
育
環
境
は
、

ま
こ
と
に
お
粗
末
で
、

県
北
に
公

立
中
学
校
は

一
校
も
無
く
、

向
学

心
に
燃
え
る
部
内
の
裕
福
な
家
庭

に
育
っ
た
子
弟
は
、
多
大
の
困
難

を
克
服
し
て
県
立
熊
谷
中
学
校
や

群
馬
県
立
藤
岡
中
学
校
へ
通
学
じ

た
の
が
実
状
で
し
た
。

従
っ
て
、

幸
い
に
も
大
五
十

一

年
千
載

一
遇
の
野
機
に
軍
ま
れ
て
、

母
校
本
座
中
学
に
入
学
を
許
可
さ

れ
た
生
徒
達
は
ヽ
競
っ
て
勉
学
に

精
魂
を
傾
け
切
緩
琢
磨
じ
合
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

黎
明
期
の
本
中
に

は
優
秀
な
人
材
が
続
曲
し
、

県
下

ナ
ン
バ
ス
ク
ー
ル
の
雄
浦
中
同
様

一
流
大
学
へ
の
進
学
率
も
常
に
上

位
に
ラ
ツ
ク
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

七
十
周
年
記
念
誌
に
投
補
さ
れ
た

諸
先
輩
の
珠
玉
の
原
稿
を
ご

一
読

下
さ
れ
ば
、

英
の
開
の
事
情
は
ご

理
解
頂
け
る
と
存
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
平
成
六
年
の

新
春
を
お
元
気
に
て
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
、

お
喜
び
中
し
上
げ

ま
す
。

一
昨
年
は
皆
様
の
絶
大
な
ご
協

力
に
よ
り
、

創
立
七
十
周
年
記
念

事
業
が
遂
行
さ
れ
、

そ
の
一
環
と

し
て
県
下
で
も
有
数
の
立
派
に
整

備
さ
れ
た
食
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
生
徒
は
恵
ま
れ
た
施

設
を
活
用
し
て
、

楽
し
く
高
校
生

活
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
を
と
り
ま
く
環
境
を
見
ま

す
と
、

平
成
不
況
は
依
然
と
し
て

継
続
し
、

厳
じ
ド
時
代
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

「災
い
を
転
じ
て
績
と
な
す
」

と
い
う
格
言
も
あ
り
ま
す
よ
う
、

こ
の
逆
風
の
時
こ
そ
、

人
の
実
カ

や
意
欲
が
正
し
く
評
価
さ
れ
、

虚

飾
が
剥
ぎ
お
と
さ
れ
、

輿
価
が
認

め
ら
れ
る
機
会
が
多
い
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

本
庄
高
校
の
生
徒
諸
藩
が
、
こ

の
意
ま
れ
た
環
境
を
お
お
い
に
活

用
し
、

学
習
に
、

部
活
動
に
興
剣

に
取
組
み
、

優
れ
た
成
果
を
あ
げ

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、

世
は
ま
さ
に
不
況
の
ド
ン

底
に
喘
い
で
お
り
ま
す
。

こ
の
時
に
当
り
、

母
校
埼
玉
県

立
本
度
高
校
を
更
に
飛
躍
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、

同
窓
会
員
各
位

の
絶
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
仰
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

緒
び
に
、

会
員
ご

一
同
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
併
せ
ご
祈
念
申

し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
数
し
ま
す
。

「大
い
な
る
夢
を
抱
い
て
」

校
長

坂

本
　
　
博

◆
主
な
経
過

◆

５
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
席

５
月
　
岡
部
支
部
総
会
に
母

校
校
長
と
共
に
出
席

６
月
働
岡
窓
会
会
報
１７
発
行

０
平
成
５
年
度
通
常
総

会
開
催

７
月
　
創
立
７０
周
年
事
業
収

支
報
告
書
を
発
送

９
月
　
母
校
糖
樹
祭
に
出
席

規
月
　
中
高
連
絡
会
開
催

‐２
月
　
年
賀
状
発
送
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青
年
時
代
の
鍛
練
、
と
り
わ
け

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
お
け
る

訓
練
や
仲
間
づ
く
り
は
無
形
の
お

お
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

部
活
動
に
も
汗
を
流
し
、

仲
開

と
書
楽
を
共
に
し
て
豊
か
な
人
間

性
を
育
み
、

常
太
な
暖
か
み
の
あ

る
高
綾
盛
に
成
長
す
る
よ
う
願

っ

て
い
ま
す
。

夢
を
抱
い
て
い
る
う
ち
は
、

い

つ
で
も
青
春
だ
と
い
い
ま
す
。

人
生
五
十
年
時
代
か
ら
八
十
年

代
に
移
行
し
た
現
在
、

夢
を
実
現

さ
せ
る
道
筋
は
多
様
で
、

ま
た
長

丁
場
で
あ
り
ま
す
。

「
石
の
立
に

も
３
年
」
、

「書
節
■
年
」
と
い
い

ま
す
が
、
あ
せ
ら
ず
、

馳
ま
ず
精

進
し
、

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
欲

し
い
も
の
で
す
ゃ

ス回―ガ ン

1.名誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛じ母校
の発展に寄与しよう。

1.本 高同窓会の旗の下に結集 し、地域に香り
高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化 し、機能的な連絡網を拡充
して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重 し、後輩の指導育成に努
めよう。

▼
新
年
懇
親
会

日
時
　
一
一月
五
日
働

四
時
半

場
所
　
本
庄
市
　
五
州
園

会
費
　
一二
、

○
○
○
料

記
念
音
楽
会

　

「春
の
れ
」
他

等
曲
フ
ル
ー
ト
ニ
壷
奏

等
曲
奏
者
　
下
野
戸
競
弓

（本
高
三
■
四
田
準
憂
懇
爽

卒
）

フ
ル
ー
ト
奏
者
　
萩
陳
順
子

（本
高
五
十
九
田
卒
憂
墾
草
ハ卒
）

▼

平

成

六

年

度

総

会

日
時
　
」ハ
月
上
ヤ
六
田
側

〓
一時

場
所
　
埼
玉
グ
字フ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
度

然贋
〓
、

記
念
音
楽
会
、

懇
親
会

懇
親
会
費
　
一ｉ
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

|
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終
世
の
憩
の
場

『
避
峯
要
に
輝
く
と
こ
ろ
　
浅
慨

は
気
一曲
く
亦
城
は
深
じ
』
と
校
歌

を
歌
い
、

早
い
も
の
で
卒
業
し
て

二
十
二
年
経
ち
ま
し
た
。

当
時
は
松
林
に
囲
ま
れ
、
シ
ン

ボ
ル
の
木
造
第

一
校
舎
、

排
二
第

二
の
校
舎
、

雨
天
体
裸
場
と
お
い

プ
ー
ル
、

第

一
第
二
の
運
動
場
、

新
し
く
建
て
ら
れ
た
体
育
館
等
が

教
育
環
境
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今

で
は
而
日

一
新
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
本
庄
に
住
ん
で
い
る
の
で

卒
業
し
て
か
ら
も
母
校
を
覗
く
機

会
が
多
い
が
、

今
で
は
懐
か
し
い

建
物
は
大
半
が
取
り
壊
さ
れ
、

供

か
に
校
庭
位
が
残

っ
て
い
る
。

余
り
に
も
教
育
環
境
が
変
わ
り
、

そ
の
上
当
然
で
は
あ
る
が
教
職
員

の
方
々
も
す
べ
て
変
わ
っ
て
し
ま

い
、

写
真
と
記
憶
だ
け
が
思
い
出

で
あ
り
、

難
備
さ
れ
る
い
は
経
ば

し
い
が
、

反
面

一
寸
残
念
で
も
あ

り
ま
す
。

私
避
は
高
校
第
十
四
回
卒
業
生

で
あ
り
、

学
年
企
体
で
仲
問
づ
く

り
を
致
し
ま
し
た
。

「柏
友
会
」
を
結
成

本
高
置

卒

加

藤

玄

静

（本
庄
市
自
治
会
連
合
会
長
）

丁
度
卒
業
し
て
二
十
年
日
の
年
、

全
体
同
窓
会
ら
し
い
も
の
を
開
催

し
た
の
が
き

っ
か
け
で
、

「
粕
友

会
」
と
称
じ
紺
成
。

発
会
当
初
の
注
労
と
し
て
は
、

卒
業
後
の
消
息
が
判
明
せ
ず
、

名

縮
づ
く
り
だ
け
で
半
年
を
投
や
じ

て
し
ま

っ
た
。

そ
れ
で
も
連
絡
湘
れ
の
方
も
多

く
、

大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
皆
様

方
の
努
力
と
、

会
を
轟
ね
る
事
に

よ
っ
て
、

漸
く
名
簿
ら
し
い
も
の

が
出
来

・
ｌｉ
り
、

連
絡
も
現
在
で
は

ス
ム
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

名
簿
が
党
備
さ
れ
、

恩
師
や
岡

窓
生
の
所
在
が
明
確
に
な
る
の
に

つ
れ
、

古
川
払
先
生
嫌
め
四
名
の

恩
師
の
死
や
、

数
多
く
の
仲
間
の

死
が
判
明
し
、

そ
の
度
悲
し
み
を

感
じ
て
し
ま
う
学
も
あ
り
ま
す
。

公
員
は
け
し
て
増
え
る
学
な
く
、

年
々
確
実
に
減

っ
て
し
ま
い
、

原

因
の
如
何
に
約
わ
ら
ず
残
念
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
学
を
考
え
人
生
八
ヤ
繊
の

今
日
、

三
年
に

一
回
開
催
の
同
窓

会
に
全
部
出
席
し
て
も
、

十
日
じ

か
出
ら
れ
な
い
計
算
と
な
り
、

寂

し
い
事
と
同
時
に
、

大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

「柚
友
会
」
で

あ
り
ま
す
。

電■

本
年
平
成
六
年
は
全
員
が
五
十

歳
に
な
り
ま
す
。

早
い
人
は
孫
の

誕
生
話
し
に
花
が
咲
く
だ
ろ
う
し
、

独
身
貴
族
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も

い
る
だ
ろ
う
が
、

所
山
い
も
の
で

廿
話
に
な
る
と
、

誰
も
が
今
を
忘

れ
一出
校
生
当
時
に
逆
戻
り
を
し
、

無
邪
気
な
姿
に
な
る
。

本
当
に
同

窓
会
と
は
良
い
す
の
で
あ
り
、

終

世
最
大
の
憩
の
場
で
す
。

し
か
し

一
方
で
は
母
校
の
事
が

気
掛
か
り
で
、

入
試

・
進
学

・
就

職
の
情
報
や
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
新
聞
記
事
に
つ
い
日
が
い
っ
て

し
ま
う
が
、
…
…
。

残
念
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
企
田

レ
ベ
ル
に
服
か
ず
、

入
試
も
現
役

は
力
し
く
な
く
、
も

っ
と
服
張
れ

と
叫
ん
で
し
ま
い
た
く
な
る
。

野
球
な
ら
甲
子
園
、
ラ
グ
ビ
ー

な
ら
花
脚

へ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

な
ら
日
立
競
技
場

へ
と
、

応
援
に

い
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ
り
、

時

に
は
そ
の
様
な
話
で
、

他
校
出
身

の
友
達
と
言
い
争

っ
て
し
ま
う
事

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ

り
、　

一
度
は
記
念
響
業
以
外
の
こ

と
で
苓
榊
を
納
め
た
い
。

価
時
も

他
校
の
事
で
友
速
付
き
合
い
の
中

で
協
賛
金
を
払

っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
友
人
か
ら
寄
附
を
頂
い
て
み

た
い
気
持
ち
で

一
杯
。

現
役
の
皆
さ
ん
、

私
た
ち
の
望

み
を
叶
え
て
欲
し
い
。

『
あ
あ
我

等
の
本
庄
、

我
等
の
出
校
』
と
声

一品
ら
か
に
歌
い
た
い
。

１１１１
持
導
者
研
修
会
、

十

一
月
県
高

Ｐ
連
北
部
支
部
第
ｉ
田
指
導
者
研

修
会
、

十
二
月
県
高
Ｐ
避
鉢
ｉ
田

指
導
著
専
門
委
員
会
準
に
本
部
役

員
の
協
力
の
下
参
加
し
特
に
本
年

は
進
路
指
導
発
表
担
当
校
と
し
て

指
導
者
研
修
会
に
お
い
て
被
長
、

教
頭
先
生
の
ご
助
力
を
得
て
無
事

発
表
校
と
し
て
の
大
役
を
済
ま
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

検
内
事
業
と

し
て
は
掛
月
入
学
式
、

Ｉ
劇
会
長

会
、

新
旧
理
事
会
、

五
月
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

後
援
会
総
会
、

第

一
口
理
事
会

（各
種
委
員
会
発
足
活
動
開
始
）

六
月
総
務
、

新
聞
、

進
路
、

社
会

委
員
会
開
催
、

会
員
名
簿
の
技
止
、

七
月
本
部
役
員
岩
気
払
い

（被
長

先
生
大
い
に
歌
う
）
。

社
会
、

進

路
、

生
活
委
員
会
開
催
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

新
開

「
か
し
わ
」
発
行
、

八
月
各

地
区
怒
談
会

（多
数
の
先
仕
方
に

各
地
区
の
会
場
に
出
向
し
て
も
ら

い
保
護
拓
の
質
疑
に
応
答
し
て
も

ら
い
ま
し
た
）
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
後
援
会

校
内
親
善
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

（激
戦
の
末
門
地
Ｘ
が
使

勝
）
夏
季
研
修
旅
行

（
バ
ス
ー
台

で
高
峰
路
陳
池
ノ
平
を
見
学
）
七

夕
祭
り
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、

九
月

総
務
委
員
会
、

進
路
講
旗
会

（坤

徳
大
学
広
報
課
長
は
村
建
紀
先
生

よ
り
子
供
の
進
路
に
お
け
る
親
の

役
割
に
つ
い
て
討
漁
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

）
第
■
会
理
学
会
、

撒

樹
祭
参
加

（会
員
の
持
様
か
ら
多

数
の
作
品
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
、

文
化
祭
に
お
け
る
生
徒
の
様
子
も

観
察
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

）
第

十

一
会
児
玉
都
市
県
立
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（本

稜
準
優
勝
）
十
月
、

下

一学
年
断

出
委
員
会
、

十

一
月
定
題
授
業
参

観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
忘
年
会
、

正
測
支
部

長
会
に
お
い
て
今
年
度
事
業
の
総

新
と
校
内
ト
イ
レ
の
改
普
を
要
理

じ
こ
れ
を
受
理
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

十
二
月
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
開
発
行
。

以
上
ご
報
告
中
し
１１
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
残
る
月
問
を
本
部
役
出

一
問
本
校
発
展
の
為
側
捕
か
ら
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
間
窓
会
員
の

持
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
瀬

い
い
た
し
ま
す
。

図
書
寄
贈
を
／

「蜂
の
殺
憲
」

本
高
１４
田
卒
関
日
ふ
さ
え
常
。

鮮

馬
県
生
れ
。

第
八
回
サ
ン
ト
リ
ー

ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
読
若
賞
受
賞
。

山
補
正
大
氏
の

「
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
教
空
」
で
学
び
、

株
………―
に

「
縦
バ
ラ
離
殺
人
科
件
」
「
２
時
脳

７
分
の
多
森
【金
」
「
背
い
ス
ポ
ル

テ
ィ
ー
フ
」
「
エ
ゴ

ン
シ
ー
ン
の

女
ほ
最
新
作

「
ゴ

ッ
ホ
呪
わ
れ
た

肖
像
」「

ｉ
く
だ
り
半
と
縁
切
寺
」

本
高
１２
川
卒
高
木
　
侃
落
。
ツ
ウ

ル
生
れ
。

中
央
大
学
法
学
部
、

胡

大
学
院
卒
。

現
在
関
東
短
期
大
学

教
授
、

球
背
に

「縁
切
守
満
徳
寺

の
研
究
」
●
く
だ
り
半
―
江
戸
の

離
婚
と
女
性
た
ち
」
「
明
治
前
期

身
分
法
大
企
」
な
ど
。

岡
窓
生
の
著
科
帯
船
を
求
め
ま
す
。

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

本
高
２０
回
卒

北
風
が
肌
を
さ
す
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、

用
窓
会
長
の
皆
様
に

は
増
々
御
健
勝
の
事
と
存
じ
上
げ

ま
す
。

昨
年
度
は
同
窓
会
長
様
始

め
皆
様
の
御
指
導
御
協
力
の
元
に

合
宿
棟
及
び
食
堂
の
施
設
改
善
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
様

で
生
徒
は
と
て
も
使
利
に
使
用
し

増

川

和

夫

て
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ぎ
い
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
私
も

四
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
選
任
さ
れ

て
以
来
十
二
月
の
現
在
に
至
り
ま

し
た
。

今
回
問
窓
会
劇
会
長
様
よ

り
本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
年
間
事
業
等

の
説
明
を
と
の
率
で
す
の
で
皆
様

に
ご
報
告
中
し
上
げ
ま
す
。

校
外

事
業
と
し
て
五
月
に
県
高
Ｐ
連
北

部
支
部
総
会
、

六
月
県
高
Ｐ
運
総

会
、

七
月
関
束
高
Ｐ
遼
総
会
、

十

一
月
企
国
高
Ｐ
避
総
会
、

十
月
県

高
Ｐ
連
第

一
回
進
酷
指
導
専
門
委

員
会
、

県
高
Ｐ
連
北
部
文
部
第

一



第18号本 高 同 窓 会 報僧)平 成 6年 1月 10日

教
頭

飯
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輝

雄

今
回
は
最
近
の
本
校
の
学
校
行

事
お
よ
び
部
活
動
に
つ
い
て
報
告

数
し
ま
す
。

一
、

学
校
行
事
に
つ
い
て

本
校
の
学
校
行
球
は
、

検
樹
祭

や
マ
ラ
ツ
ン
大
会
の
よ
う
に
内
容

は
多
少
変
わ

っ
て
も
伝
統
の
あ
る

学
校
行
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

主

な
行
球
を
四
月
か
ら
順
を
お

っ
て

紹
介
致
し
ま
す
。

船
三
者
面
談

六
丹
十
四
日

（月
）
か
ら
＋
八

日

（金
）

進
路
指
導
を
中
心
に
学
校
、

保

護
者
、

生
徒
の
相
互
理
解
を
図

っ

て
い
る
。

の
機
構
祭

①
体
市
の
部

九
月
二
十

一
日

（火
）

競
技
種
目
を
多
く
取
入
れ
九
ブ

ロ
ッ
ク
対
抗
で
行
わ
れ
た
。

○
文
化
の
部

九
月
二
十
五
日

（土
）
二
十
六

日

（
日
）

ク
ラ
ス
参
加
が
多
く
内
容
も
棋

擬
店
が
主
流
で
縁
日
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
う
し
た
中
で
も
文
化
部
の

素
職
ら
し
い
発
表
も
日
に
つ
い
た
。

０
修
学
旅
行

十

一
月
三
日

（水
）
か
ら
七
日

（
胴
）
　

　

！

広
島
、

岡
山
、

原
都
方
面
で
今

年
度
の
特
徴
は
大
幅
に
班
別
自
由

見
学
を
取
入
れ
、

二
Ｈ
目
の
広
島

か
ら
四
田
日
の
京
都
ま
で
の
三
日

間
を
自
由
見
学
と
し
た
。

０
芸
術
観
賞

十

一
月
二
十
二
――

（月
）

演
劇
観
賞
、

劇
樹
土母
ム
に
よ
る

「
拝
啓
、

霧
の

一
座
さ
ま
」
を
本

盛
文
化
会
囲
で
観
賞
、

好
評
で
あ
っ

た
。

０
マ
ラ
ソ
ン
大
会

二
月
中
旬
に
予
定

つ
ぎ
に
部
活
動
紹
介
で
す
が
、

今
回
は
運
動
部
で
卓
球
部
、

文
化

部
で
社
会
科
研
究
部
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

卓
球
部

痛
根
の

一
打

平
成
五
年
二
月
に
行
わ
れ
た
埼

玉
県
高
校
新
人
大
会
で
、

久
し
ぶ

り
に
男
子
学
校
対
抗
で
準
決
勝
に

進
出
し
、

古
豪
復
活
と
騒
が
れ
た

が
、

五
月
の
関
東
大
会
音
選
で
は
、

第
ニ
シ
ー
ド
に
推
溢
さ
れ
な
が
ら

惜
敗
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

本
一尚

韓
球
部
十
五
年
の
監
常
生
活
の
中

で
も
、

最
も
悔
い
の
成
る
出
来
事

で
あ
っ
た
。

セ
ッ
ト
オ
ー
ル
十
ｉ

対
十
九
か
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
＆
ス
マ
ッ

シ
ュ
が
よ
く
決
ま
り
、
ジ
ユ
ト
ス

ま
で
挽
回
し
た
の
だ
が
、

正
念
場

の
レ
シ
ー
ブ
ミ
ス
に
よ

っ
て
関
束

大
会
出
場
を
逸
し
て
し
ま

っ
た
。

選
手
は
、

私
の
サ
イ
ン
通
リ
シ
ョ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
払
ち

て

勝
負
に
で
た
の
で
あ
る
が
、

わ
ず

か
に

一
セ
ン
チ
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
か

ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

十
球

は
、
日
頃
の
私
の
指
導
不
足
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

届
恨
の
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

日
責
の
念
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、

試
台
後
部
出
全
員
に
深
く
詫
び
て

は
み
た
も
の
の
、

そ
の
構
度
で
償

え
る
も
の
で
は
な
い
。

今
は
、

敗

戦
を
教
訓
に
し
て
、

！鵜
起
を
も

っ

て
報
い
る
他
は
な
い
と
思

っ
て
い

玄つ
。女

子
は
、

男
子
と
問
様
県
大
会

の
常
連
で
あ
る
が
、

県
の
ベ
ス
ト

十
六
に
と
ど
ま
り
、

上
位
私
立
八

校
の
前
に
足
踏
み
状
態
で
あ
る
。

来
年
度
は
、
日
本

一
の
レ
ベ
ル

に
あ
る
埼
玉
県
草
球
界
の
強
療
の

一
角
を
脳
し
、

か
つ
て
関
束
を
制

し
た
名
門
本
庄
高
校
卓
球
部
の
復

活
を
現
実
の
も
の
に
す
べ
く
、

企

力
を
傾
け
た
い
と
、

監
督

・
部
員

一
岡
心
に
規
し
て
い
る
。

社
会
科
研
究
部

≡

中

嶋

信

彰

社
会
科
研
究
部
は

一
時
休
部
状

態
に
あ
り
ま
し
た
が
、

三
年
前
に

再
開
以
来
熱
心
な
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
は
主
に
児
玉

郡
を
中
心
と
し
た
県
北
地
域
の
歴

史

・
民
俗
に
つ
い
て
の
調
査

・
研

究
で
す
が
、

学
生
に
あ
り
が
ち
な

参
考
盗
料
を
ま
と
め
る
だ
け
と
い
っ

た
活
動
で
は
な
く
、

ま
だ
縦
も
手

を

つ
け
て
い
な
い
新
た
な
分
野
を

対
象
と
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て

お
り
ま
す
。

現
在
は
、

県
北
地
域
に
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
常
士
山
、

御
織
山

に
対
す
る
信
仰
を
取
り
上
げ
、

既

に
工
船
の
報
告
背
を
発
行
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
報
イ！
！…球
は
県
立
図

輩
館
を
は
じ
め
各
願
研
究
機
関
に

所
蔵
さ
れ
好
評
を
縛
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、

桃
■
の
研
究
に
と
ど

ま
ら
ず
、

各
地

へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
常
士
山
給
山
な
ど
を
行

い
、

実
践
的
な
活
動
を
行

っ
て
お

り
ま
す
。

ナ||

田

昭

夫
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平
成
５

ｏ
４

●
１
～
‐２

・
３‐

中
１
　
朝
比
奈
富
寿
、

島
田
二
郎

中
２
　
山石
田
嘉
幸

中
３
　
小
林
常
治

中
５
　
田
島
弥
太
郎
、

徳
世
武
夫

中
８
　
境
野
覚
治

中
９
　
須
賀
通
夫

中
１０
　
ｗ石
崎
憲
国
、

精
水
収
平
、

青
木
雅
雄

中
“
　
小
林
丹
寿
、

鈴
木
賢
次
、

田
島

一
夫
、

高
田
幸
雄

中
１２
　
田
村
邦
太
郎

中
１３
　
飯
塚
　
暁
、

金
井
千
秋
、

佐
藤
周

一
郎
、

杉
田
育

一
、

村

松
栄

一

中
材
　
新
村
宇
門
、

貫
井
清
英

中
１５
　
安
斉
謙
三
、

田
部
井
定
次

郎
、

失
代
　
正

中
脩
　
川
端
春
夫
、

河
野
平
Ｅ
郎
、

柴
崎
　
章
、

丸
山

中
栄

中
１７
　
設
楽
昌
書
、

渡
辺
駅

一
郎

中
帽
　
久
米
　
箕
、

粂
原
信

一
、

藤
田
　
宏
、

丸
山
喜
孝

中
１９
　
青
木
善

一
、

佐
藤
昇

一
、

高
田
　
進
、

清
水
昭
男
、

松
本

昭
嘉

中
２０
　
苦
田
条
雄
、

加
藤
　
靖
、

染
野
孝
苦
、

高
柳
茂
夫
、
日
向

八
郎

中
２０
④
早
野
　
栄

申
２‐
④
角
田
重
次

中
２２
　
高
柳
守
男

中
２２
④
田
島
健

一

中
２３
　
新
井
幸
三
、

大
野
公
彦
、

菊
地

達
也
、

渡
辺
正
浩

中
２３
④
久
保
贈
奉
幸

革 器ヽ
醸

町 昭
lll  ｀

併
１
　
大
野
秀
嶺
、

柴
崎
輝
雄
、

高
柳
仲
男

併
２
　
阪
上
安
治
、

田
中
　
弘
、

矢
部
幸
久

女
２
　
朝
比
奈

信

女
６
　
小
林
ク
ニ
、

大
沢
せ
ん
、

神
尾
久
子

女
８
　
増
田
タ
ツ
エ

女
９
　
金
井
富
子

女
１０
　
加
鴫
伊
勢
子
、

山
本
コ
ヲ

女
＝
　
鈴
本
相
子

女
指
　
阿
佐
美
　
文
、

杉
曲
ミ
ツ
、

締
沢
富
美
子

女
招
　
杉
谷
茂
子
、

田
村
文
代
、

小
林
一　
好
、

山
田
清
子
、

境
野

八
重
子

女
１５
　
若
原

ハ
ル
ユ
、

新
井
幸
子

女
１６
　
藤
田
つ
ね
子

女
１７
　
長
谷
川
幸
得

女
１８
　
織
茂
敏
子
、

森
丁
乗
与
す
、

囲
村
ひ
き
、

武
正
ク
ラ
、

植
木

登
志

女
神
　
富
丘
千
鶴
子

女
２０
　
冨
田
妙
孝

女
２‐
　
小
久
保
和
子
、

加
藤
麗
子

女
２２
　
金
井
和
代
、

中
原
霞
子
、

馬
場
澄
江
、

早
野
敏
子
、

岡
村

豊
子

女
２３
　
武
正
ウ
メ
、

高
田
達
子
、

西
尾
美
代
子

女
併
２
　
長
谷
美
子
鶴
子

高
１
　
中
村
十

一

高
２
　
斉
藤
　
隆
、

染
野
正
五
朗
、

野
田
八
九
壷
、

渡
辺
　
淳

高
３
　
石
川
　
正
志
、

柳
沢
仲
夫

高
４
　
山石
崎
和
悦
、

真
木
器
子
、

志
塚
智
恵
子
、

浅
見
君
子
、

前

島
慧
美
子
、

管
野
恵
美
子
、

林

恒
子

高
５
　
石
井
利

一

駒
揮
き
よ
子
、

、
木
村
英
大
、

桜
沢
生
覗
、

渋

谷
栄

一
、

こ
浦
勢
子
、

福
島
ま

久
子
、

竹
井
克
美
、

一響
震
騒
剛
、

小
林
イ
セ
子
、

山
田
婚
代

高
６
　
四
ソ
柳
定
大
、

一ね
壊
謡
す
、

小
暮
二
〓
江
、

日
中
い
よ
子
、

出
牛

マ
サ
江
、

瀬
山
芳
子
、

中

良
平
、

西
尾
　
郵
、

苦
村
誠
嗣

高
７
　
植
木
溝
れ
、

阿
△
〃
秋
校
、

本
品
糖

一
、

本
村
幸
男
、

坂
本

博
、

日
井
和
子
、

柴
田
正
男
、

正
ＩＩＩ
宗
治
、

武
政
　
策
、

石
井

紀
子
、

曲
圏
新
家
、

渡
辺
功
大
、

山
本
義
雄

高
８
　
榊
川
浩
之
、

務
井
ゆ
豊
子
、

大
野
勝
彦
、

山
崎

マ
ツ
江
、

岡

村
今
子
、

天
野
加
津
代
、

桜
井

彪
、

森
利
志
江
、

一由
柳
仰
承
助
、

野
村
　
久
、

持
田
文
江
、

筋
野

美
津
子
、

四
ツ
柳
富
子

高
９
　
井
上
邦
夫
、

榊
田
寅
治
、

小
林
直
江
、

高
田
普
通
、

飯
塚

紀
子
、

福
島
　
忠
、

毛
利
宗
雄

高
１０
　
荒
木
敏
次
、

高
月
節
子
、

藤
野
静
子
、

牛
久
保
孝

一
、

小

沢
祥
江
、

大
木
約
子
、

山
内
幸

子
、

橋
爪
圏
治
、

原
　
弘
毅
、

新
多
津
子
、

藤
崎
　
勉
、

松
村

静
雄
、

佐
藤
鉄
子

高
＝
　
増
沢
幸
夫

高
１３
　
茂
本
靖
子

高
１５
　
飯
島
徹
雄

高
２‐
　
榎
本
博
光

定
３
　
山石
上
　
重
、

定
４
　
井
上
　
溝
、

定
５
　
者
沢
善
太
郎

定
６
　
諸
岡
祥
作
、

定
７
　
岡
村
勘
十
郎

定
８
　
関
野
喜

一

特
別
寄
付

中
７
　
高
橋
美
典

茂
木
岩
大

門
倉
　
明

聞
島
　
溝

◆

御
注
意
―

最
近
ま
た

「埼
玉
県
立
本
庄
高
等

学
校
職
業
別
同
窓
名
簿
」
な
る
も

の
が
発
刊
さ
れ
間
越
に
な

っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
同
窓
会
と
は

一

切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
の

皆
様
に
は
こ
の
よ
う
な
類
い
の
勧

誘
の
際
に
は
よ
く
発
行
先
等
を
お

確
か
め
の
上
、

対
処
な
さ
い
ま
す

よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
申
し
■

げ
ま
す
。

◆

連
　
絡

会
則
第
二
十

一
条
に
も
明
記
し
て

あ
り
ま
す
よ
う
に
会
員
の
皆
様
に

は
身
上
住
所
等
に
異
動
が
生
じ
た

場
合
に
は
速
や
か
に
本
会
事
務
局

へ
ご

一
報
願
い
ま
す
。

キ

幸

串

韓

韓

幹

幸

韓

串

本

部

役

員

申

韓

球

韓

幹

串

幹

幹

串

会
　
長
　
岡
　
祐
孝
　
中
９

副
会
長
　
立
川
大
作
　
中
９

副
会
長
　
竹
並
栄

一
部
　
併
中
２

副
会
長
　
苫
問
建
治
　
一白
２

副
会
長
　
持
水
　
賛
　
中
増

副
会
長
　
小
林
　
田
郎
　
高
１２

調
会
長
　
品̈
木
敏
子
　
女
８

副
会
長
　
塚
越
寿
衛
　
一尚
２

副
会
長
〈教
頭
）飯
島
輝
雄
　
高
１１

副
会
長
（教
顕
）小
横
俊
夫

会
詩
　
一戸
谷
金
克
　
高
ユ

監
導
　
斎
藤
淑
人
　
一出
Ю

監
事
　
内
野
ヨ
シ
エ
　
女
１６

顧
問
一　
塩
原
英
雄
　
中
２

顧
問

（校
長
）
坂
本
　
博
　
一】円
７

仁 藤 朝 識 末 曲 照 台 本 七 上 伸 泉 常
旭   日   本    軒

子 圏 町 訪 広 町 若 町 町 町 町 町 町 本

美

　

盟

榊

　

川

神

　

栄

上

　

里

岡

　

部

寄

　

居

深

　

谷

熊

　

谷

県
庁
県
南

伊

勢

崎

新

　

町

東

　

一承

本
庄
市
役
所

エ
ー
ザ
イ

沖

電

気

一

郡
市
教
職
員

栗
村
　
瀧
男

中
１６

竹
競
栄

一
部
併
中
２

中
田
　
船

一　
中
１９

境
野

　

登
　
一品
２

町
固
　
一
徳
　
一品
５

鈴
木
　
描
刊
　
中
２‐

松
本
　
敬

一　
定
１

飯
野
　
利
衛
　
中
１９

村
田
敬
次
郎
　
中
２２

野
枝
　
出
治
　
一出
５

井
上
　
畠
幸
　
中
２２

内
藤
　
　
明
　
一尚
３

荻
野
　
　
清

中
８

編
島
　
好
正
　
一品
３

戸
塚
　
泰
和
　
中
３

門
倉
　
義
久
　
中
１１

岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

書
附
　
建
治
　
一曲
２

本
山
　
一
Ｔ
一　
高
３

金
井
　
久
間
　
中
２２

新
井
　
従
信
　
中
１５

荒
井
冨
次
雄
　
中
距

波
木
　
　
肇
　
中
１４

朝
比
奈
利
雄
　
中
９

浦
水
　
　
賢
　
中
門

西
村
　
茂
雄
　
中
１７

中
居
　
武
大
　
高
５

士
Ｈ”群
　
路
革
心
　
一品
娘

由
贈
　
ｆｉ

一　
中
１４

冨
鵬
　
一二
郎
　
中
４

小
林
　
Ｈ鵬
　
高
１２

常
木
　
茂
刊
　
一巌
５

村
岡
　
徳
英
　
一烏
１５

稲
品
　
雛
　
一品
８

児 今 北

支器
明
囀
斡
・４

幹
幹
幹
串
幸
幸
器
幹
串

（文
部
長
）

玉 井 泉


